
「資源循環・エネルギーミニマム型システム技術」 

平成11年度採択研究代表者 

 

安井 至 

 

 

（東京大学生産技術研究所 教授） 

 

「社会的受容性獲得のための情報伝達技術の開発」 

 

1.研究実施の概要 

当研究チームでは，環境に関する科学的な情報を対象として，一般市民に正しく伝達

するための技術に関する調査および情報伝達ツールの開発を目的として研究を行ってい

る。平成15年度まで4年間にわたり，トレードオフ関係を有する環境関連の事項を中心

として，関連データの収集・主にLCAによる解析，情報の整理，情報伝達ツールの作成，

ならびに一般市民を対象とした情報伝達ツールの試用および意思決定過程の分析を行っ

てきた。これまでの研究から，識者の間で重要と認識される情報と，一般市民が判断基

準とする情報との間に存在する相違点が明らかとなった。また，この相違を乗り越えて，

識者の伝えたい情報を一般市民に理解しやすく伝達する手法についての見識を得ること

ができた。 

今後は，これまで得られた見識の集大成として，作成した情報伝達ツールを改良し最

終版を取りまとめるとともに，情報伝達に関する情報をデータベースとして公開し，後

世の環境コミュニケーション研究の礎となることを期待している。 

 

2.研究実施内容 

 一般市民の情報による意思決定の最終的な調査を目的として，消費者によるリターナ

ブルびんの受け入れを課題としたワークショップ（計3回）を開催した。ビールの容器

（リターナブルびん及びアルミ缶）について様々な情報提供を行った後、市民の意識変

化を記録した。その結果、リターナブルびんの選択に対する阻害要因として、消費スタ

イルや価値観、環境教育、市民・企業・行政それぞれの役割等多岐にわたる課題が抽出

された。また，提供した他分野の情報において，環境に関する情報が消費者にとってど

の程度の優先順位を取るかについて知ることができた。 

 



 

（参考資料：リターナブルびんワークショップ風景） 

 

 これまでの情報伝達に関する調査結果をもとに，情報伝達ツールとしてソフトウェア

を新たに作成した。ソフトをインストールしたパソコンを，2003NEW環境展（大阪），

エコ・テクノ2003（北九州），およびエコ・プロダクツ2003（東京）のイベント会場に

設置し，一般入場者にツールを試用してもらい，データを収集した。収集されたデータ

を解析した結果，使用者の年代，性別などの属性により理解や認識が異なる点が多いこ

とから，これら属性に対応したツールの改良が必要であることが判明した。 

 

（参考資料：情報伝達ツールソフト画面） 



 

今年度までの研究調査において，当研究チームでは数多くのLCA計算を行ってきた。

企業や研究機関でLCAを行う場合には，市販の専用ソフトウェアおよび原単位データベ

ースを使用するのが一般的である。これらにおいては，プロセスおよびデータ自体が明

示的でない場合が多いが，政府・公共機関などにより一般に公開されている情報も少な

くない。公開情報がデータベースとして整備されていれば，LCAソフトを購入せずとも

一般市民がLCA計算を行うことも可能である。そこで，だれもが閲覧可能でオープンな

データベースの構築を目的とし、各所に公開されている原単位データを収集した。収集

されたデータはデータベース化され，現在クレスト安井チームのホームページで公開さ

れている。 

 

 

（参考資料：LCA支援データベース画面） 

 

3.研究実施体制 

安井グループ 

安井 至（東京大学生産技術研究所 教授） 

研究項目：インパクトトレ－ドオフ、展示場でのアンケート 

 

山本グループ 

山本良一（東京大学国際・産学共同研究センター 教授） 



研究項目：廃棄リサイクルシナリオ、インターネットアンケート  

 

寺園グループ  

寺園 淳（国立環境研究所 研究員） 

研究項目：環境教育判定、ワークショップ 

 

森下グループ  

森下 研（（株）エコマネジメント研究所 代表） 

研究項目：教育観アンケート、企業からの環境情報 
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